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Background《背景》

「そもそも下水道に対し何も知らない」
だったら調べてみよう!!

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
下水道を広報するという課題に対し「そもそも下水道に対し何も知らない」ということが最初の課題でした。新潟市下水道部の阿部さん遠山さんから講義を受けて、水をきれいにするだけでなく、汚泥が資源やエネルギーになっていると知ってとても驚きました。そのため、もっと下水道について知りたいと思いました。さらには、下水道の維持に多額の費用や適切な使用、管理が求められるにも関わらず、それがあまり知られていない現状も知りました。そして、自分達が下水道について学び、その知識を、未来を担う子供たちに楽しく発信していきたいと考えました。そして、自由研究教室をすることが目的になりました。「楽しければいいじゃん」と始めた自由研究教室の準備ですが、先生からストップがかかりました。行うに際して、ターゲットとなる小学生の特徴、自分たち学生の強みなどを探り、下水道授業の何をPRして、どのようにPRすることで、訴求効果が高いイベントができるかなどを調べて企画するように指示が。。。



Activity content①《自由研究》

「とりあえずやってみた自由研究教室」
なんか上手くいっちゃって大満足!!

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
結果、小学生向けにこんな授業が出来上がりました。
日常生活で使われた汚水は普段目に見えていないところで綺麗な水へと変化しています。さらに下水汚泥は電気、肥料などといった物質に変化し再利用されます。凄く不思議ですよね。これが下水道なのです！これを子供たちのアイドルである「うんち」を使って小学生へレクチャー。さらには、汚水がきれいな水に変化するろ過実験を自分の力だけで行う。小学生が自ら材料を選びろ過装置づくりにチャレンジ。ろ過に使える大石・小石・砂・炭といった材料からろ過では普通使わない消しゴム・スポンジ・ビー玉といった材料まで小学生の皆さんに選んでもらいました。そうしたら一番人気はビー玉と消しゴム。みんなの発想力にビックリ。ワイワイしながら作ったろ過装置で競争したところ、子供も大人もみんなで大盛り上がりでした！！



Activity content②《探究授業》

「ノリでやるって言っちゃった探求授業」
高校生に教えるために勉強...勉強!!

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
自由研究教室に大満足の私たちは、そのノリで高校向け探求科目「下水道で汚泥は100％資源になる」を企画運営してみました。下水処理場が水をきれいにしてくれる何となく知っていた高校生。汚水から取り除かれた「汚れ」はどこへ行ったのだろうか。水は自然へ。廃棄物はどこへ。というか「下水汚泥は廃棄物じゃない、資源だ」をテーマに探求授業を行いました。下水処理の効用で欠かせないものを２つに絞ってグループワークで考えてもらいました。そのうえで、各グループ発表を行い、循環型社会の象徴「下水道」について考えてもらいました。



Activity content③《COG2022》

「行動することで何かが見えるって知った」
それをレポートにまとめて!!

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
下水道広報を協働するまで下水道についてほとんど知らなかった私たち。「調べて」「魅力を知って」「誰かに伝えたい」と思って、やってみた小学生に夏休み下水道自由研究。目を輝かせる小学生をみて、自ら考えて伝えることの楽しさにハマりました。これだけで終わらせたくないと、高校生に行った探求科目「下水道で汚泥は100％資源になる」では、クイズやグループワークを通じていきいきと自分の意見を発表してくれる高校生を見てこれだって思いました。大学生が高校生に探求授業を教え、高校生が探究授業の成果として小学生の自由研究教室を行うプログラム。そうすることで小学生・高校生・高校先生・行政職員の全員が利益を得ることができます。WIN・WIN・WIN・WINの関係が生まれ、私たち大学生にとってもWINとなるわけです。これが、我々がCOG2022に応募するまでの経緯です。



Activity content《活動記録》

２０２２年 １月：新潟市下水道部より講義『市役所の広報活動・下水道広報』《参加人数１００名》
２０２２年 ２月：ゼミ始動、Ｇゼミ講座 『広報企画作成のための公共マーケティング』《参加人数５０名》
２０２２年 ３月：第１回企画プレゼン・夏休み自由研究教室企画を６班としてプレゼンテーション
２０２２年 ５月：新潟市下水道部小学校下水道出前授業見学・第２回企画プレゼン
２０２２年 ６月：新潟市中部下水処理場調査《２つの班１２名が参加》
２０２２年 ８月：夏休み自由研究教室開催《１８家族４６名参加》
２０２２年１１月：新潟県立村上桜ケ丘高校で下水道をモチーフのＳＤＧｓ探求授業《１年生１５０名参加》
２０２３年 ３月：東京大学公共政策大学院など各研究室共催ＣＯＧ２０２２『連携体制賞』『ＪＩＰＤＥＣ賞』
２０２３年 ８月：新潟市立高志中等教育学校で探求授業開催
２０２３年 ８月：「しゅつどう下水道調査隊」親子で自由研究教室開催
２０２３年 ９月：国土交通大臣賞《循環のみち下水道賞》 『教育・広報部門受賞』

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その後、私たちの学校の学校長が動き新潟市の高志中等学校への探求授業に食い込み、自由研究教室は今年度も行いました。そんな、動きをしている中で国土交通省主催「国土交通大臣賞《循環のみち下水道賞》」の広報教育部門を受賞し現在に至っています。さらには今年度のCOGにも応募しようと考えており、虎視眈々と準備中の今日この頃です。
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